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第２決算審査特別委員会（第２日目） 1 

H29.9.13 (水)10：00～ 2 

第 一 委 員 会 室 3 

開  会  ９：５８ 4 

委 員 長 おはようございます。 5 

 委員動静報告 6 

委 員 長 ただいまの出席委員数は９名であります。 7 

 これより本日の会議を開きます。 8 

 質疑の留保取り下げ 9 

清  水 昨日の公営住宅事業特別会計で市長に総括質疑を求めまして委員会として了承 10 

はしていただいたのですが、昨日の質疑から総括質疑を求める過程で建設部長 11 

の答弁を求めなかったということで、やはり建設部長のお考えを聞かずに市長 12 

総括に回すというのは筋が違うだろうと私の判断に至りましたので、市長総括 13 

は取りやめにしたいと思います。よろしくご判断をお願いいたします。 14 

委 員 長 ただいま清水委員から留保の取り下げのご発言がありましたが、確認してよろ 15 

しいですか。 16 

（異議なしの声あり） 17 

委 員 長 そのように確認いたします。井上委員。 18 

井  上 今の発言の中で市長の質疑留保の話ともう一つ、部長の意見を聞くという話が 19 

あったのだけれども、それはどうするのか。 20 

委 員 長 暫時休憩いたします。 21 

休  憩  ９：５９ 22 

再  開 １０：００ 23 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。関藤委員。 24 

関  藤 昨日私は、午後から決算の内容についての質疑のあり方ということで皆さんに 25 

お諮りさせていただいたのですが、午後からやはり聞いていると要望、意見、 26 

決算にかかわらない内容等々がかなりあると思うのです。ですから、委員長、 27 

今後の病院事業会計、介護保険特別会計ありますので、質疑の内容等について、 28 

私も注意して質疑させていただきますが、そこら辺精査していただくことをよ 29 

ろしくお願いいたします。 30 

委 員 長 ただいま関藤委員のほうから意見がありましたように、質疑、答弁とも簡潔に 31 

行っていただき、特に決算以外の質疑は行わないようにご配意をお願いいたし 32 

ます。 33 

 先ほどの清水委員からの留保の取り下げ、再度確認したいと思いますが、よろ 34 

しいですか。 35 

（異議なしの声あり） 36 

委 員 長 そのように確認します。 37 

 認定第８号 平成28年度滝川市病院事業会計決算の認定について 38 

委 員 長 それでは、認定第８号 平成28年度滝川市病院事業会計決算の認定について説 39 

明を求めます。 40 

椿 部 長 （認定第８号を説明する。） 41 

委 員 長 説明が終わりました。 42 

 これより質疑に入ります。質疑ございますか。 43 

関  藤 １点目、滝川市公営企業会計決算意見書の中からですが、１ページ目に審査の 44 
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結果及び意見という内容で病院事業会計が書かれております。ここの４行目以 45 

降に入院患者数について、先ほどご説明でもありました、3.0パーセント増、外 46 

来患者については1.1パーセント減、病床利用率2.2ポイントの増ということで 47 

数値が書かれているわけですが、この入院患者数、外来患者数、病床の利用率 48 

というのが前年と比較して毎回出てくるわけですが、病院の安定経営において 49 

必要な数値、これは人数ということになると人口の増減がございますが、収益 50 

として例えば入院患者数、外来患者数、患者においての収益をどの程度の収益 51 

があると安定経営になるのか、また病床利用率についても聞くところによると 52 

地方自治体、滝川と同じような規模だと利用率85パーセント程度が安定で、80 53 

から75パーセント前後になると黄色信号、70パーセントを切ると赤信号と聞い 54 

たことがありますが、実際問題病床利用率何パーセントぐらいが適正な安定経 55 

営に向かっていくのかという数値についてお尋ねいたします。 56 

 もう一点目は、先ほど総括の説明でいただきました平成28年度において予防医 57 

療に積極的に力を入れたということですが、この予防医療においての収支とい 58 

うのがあればお知らせ願います。 59 

 ３点目として、昨年度多分医者不足の中で眼科医、それから内科医というのが 60 

１名ずつ増になったのかなと思いますが、そのことによる患者からの評価、ま 61 

たはその費用対効果等が見られるのであれば教えていただきたいと思います。 62 

堀 課 長 １点目の安定経営に向けてということでありますが、本年３月に滝川市立病院 63 

経営計画を策定させていただいたところです。その中でさまざまなシミュレー 64 

ションを行いまして、この計画では計画期間の32年度までに今ある一時借入金、 65 

これを全て返済するという計画目標を高く設定をしているわけですが、安定経 66 

営という意味では単年度これが借入金をふやさずにしっかりやっていける水準 67 

だと、考えております。そういうふうに考えますと、平成30年度、ここから一 68 

時借入金を減らしていけるという見込みの計画としております。入院、外来合 69 

わせました料金収入で申し上げますと、金額的には60億円、これを上回る水準 70 

と考えておりますし、これを稼働率と考えますと約80パーセントという水準に 71 

なってまいります。 72 

椿 部 長 予防医療の収支については、数字を持っていませんので、ご勘弁いただきたい 73 

と思います。ただ、予防医療、例えば小児科の健診ですとか、いろんな健診業 74 

務をやっています。その収益だけですと、インフルエンザ以外の予防接種で3,390 75 

万円ほどの収益が上がっております。 76 

堀 課 長 ３点目の医師増員による効果でありますが、眼科で今まで非常勤から固定医に 77 

なったことで手術ができるようになったことから、入院患者もふえております。 78 

眼科で申し上げますと、27年度と比較をいたしまして収益では約3,600万円の収 79 

益増。内科は１名医師がふえておりますが、収益についてはさほど変わらない 80 

状況となっております。 81 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 82 

渡  邊 事務概要225ページの訪問看護の件数、具体的に何人体制で行っているのか、ま 83 

た１人当たりの所要時間、交通手段、車両等使っていると思いますけれども、 84 

その辺についてのご答弁を求めます。 85 

 それと、決算書９ページ、医業収益53億7,200万円、内訳は入院とか外来となっ 86 

ていますけれども、国民健康保険、社会健康保険における割合というか、国保 87 

が多いのか社会保険が多いのかについてのご答弁をお願いします。 88 
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 それと、先ほど関藤委員も予防医療ということで質疑されましたが、私は健康 89 

教室についてお伺いしたいと思います。今市民の健康という部分のニーズは、 90 

物すごく高まっていると思います。そういう中で健康教室を積極的に取り組ん 91 

でいると記載されておりますので、この健康教室の具体的な内容と件数、また 92 

参加人員等についてお伺いします。 93 

 それと、もう一点、決算書20ページの総括事項のところで資本的収支の関係、 94 

一時借入金で不足分を措置していると記載されているのですが、今病院の経営 95 

計画を実際している中で企業債も含めてなのですけれども、こういう不足分を 96 

一時借り入れで施さないような手段というのは、それは経営の一部分でしなけ 97 

ればだめだというのは理解するのですけれども、そういう不足分をこのように 98 

ならないためにやはり具体的にというか、計画の中では、長期的な部分もわか 99 

るのですけれども、今回28年度の決算なので単年度で見た場合どういうことが 100 

行われているのか伺います。 101 

青山課長補佐 健康教室ということで、当院で行われています糖尿病教室についてご説明した 102 

いと思います。参加者につきましては、一般市民、ほとんどが当院を受診され 103 

ている患者さんになります。約20名から30名になります。ＰＲの方法としては、 104 

当院のポスター、ホームページ、患者案内板等で周知を図らせていただいてお 105 

ります。内容につきましては、糖尿病予防のためにできること、糖尿病患者さ 106 

んの生活上の注意点、大体１時間程度の講演で年６回ほど開催しております。 107 

 それから、訪問看護に関することです。専従の看護師が３名になります。28年 108 

度の訪問件数としては3,900件になっております。訪問看護が1,527件、医療の 109 

リハが162件、介護の訪問看護が833件、介護のリハビリが1,378件となっており 110 

ます。交通手段につきましては、当院の車両を使って訪問しております。 111 

矢野係長 医業収益の中の国保、社保の割合ですが、28年度の中で国保については76パー 112 

セント程度、社保については24パーセント程度という内訳になっております。 113 

堀 課 長 一時借入金以外にどんな手法が考えられるのかということですが、企業債が使 114 

えないのかというような言葉もあったかと思います。企業債を使うには適債事 115 

業であるということが必要ですので、建築費であるとか医療機器の購入につい 116 

ては起債が使えますが、単純に収支不足を補う形には使えません。そして、病 117 

院経営をよくするには、１番目にはやはり医業収益を上げるのが本来でありま 118 

す。そのほかの手段として考えられるのは、一般会計の繰入金、これの増額を 119 

していただくといった方法もありますが、ご承知のとおり一般会計も非常に厳 120 

しい財政状況にあるということで、繰入金につきましては過去から協議におい 121 

てその額を決定しているところです。そのほかには、一時借入金ではなく長期 122 

借り入れといった手法もありますが、今回策定をしました経営計画の中では医 123 

業収益、これを改善していって一時借入金を段階的に減らしてゼロにしていく 124 

という目標を掲げておりますので、ご理解をお願いしたいと思います。 125 

渡  邊 訪問看護の関係で、病院に行ける人はそれで対応できると思うのです。やはり 126 

動けないとかという部分でこういう処置を受けるのかなと思うのですけれども、 127 

今３名体制というご答弁いただきました。この合計3,900件を３名で行っている 128 

と理解してよろしいのかというのと、その症状にもよりますけれども、１人当 129 

たりに要する所要時間、これは先ほど聞いたと思ったのですけれども、ご答弁 130 

がなかったので、改めて１人当たりに１時間かかるとか、30分で終わるとか、 131 

その辺のことがわかればご答弁願いたいと思います。 132 
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 それと、もう一点、健康教室は糖尿病だけというご答弁をいただきましたが、 133 

今の生活環境の中でいろんなことが求められるのかと思うのですけれども、こ 134 

の糖尿病以外の健康教室を行う考えがあるのか、わかる範囲で結構です。 135 

鎌塚係長 訪問看護の体制についてですが、専従は先ほど３名とお答えしましたけれども、 136 

リハビリのほうは理学療法士が１名、精神保健福祉士１名、ほかに外来の主任 137 

が交代で行かれていると聞いておりますので、３名専従以外にも何人か体制で 138 

行っているということです。 139 

椿 部 長 何分ぐらいかかっているかというのは、ちょっと現在把握しておりません。申 140 

しわけございません。 141 

 あと、健康教室なのですが、28年度先ほどの糖尿病教室以外にふれあいフェス 142 

タのときに松橋副院長のほうで医療講演をしております。そのほか、医師会、 143 

保健センターの関係で先生たちが講師となって講演しています。 144 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 145 

田  村 １年間通してクレーム的な問題はないのかということ、以前もいろいろ入院患 146 

者から苦情があったり、あるいは暴言を吐かれたり、院長が非常に苦労したと 147 

いう話もあるのですが、28年度においての実態をお聞きします。 148 

堀 課 長 苦情に関してのご質疑でありますが、昨年度は院内に７カ所意見箱を設置して 149 

おります。そのほかに、電話などで直接苦情などを寄せられた、こういった統 150 

計をとっているところです。まず、意見箱でありますが、平成28年度１年間に 151 

おきましては199件の意見が寄せられました。この中には、感謝と数えられるも 152 

のも複数ありました。全てが苦情というものではございません。やはり内容と 153 

して多いのは、接遇関係、診療、受け付け、それから待ち時間、設備でいうと 154 

駐車場の関係ということになっております。これ以外に直接電話等で苦情があ 155 

ったのは79件となっておりまして、その内容を見ますと医師に関するものが44 156 

件と半数となっております。 157 

田  村 この中で例えば入院患者が看護師やドクターをおどすとか、言葉が乱暴になる 158 

とか、そういう実態は以前あったのですが、28年度においてはなかったのです 159 

か。 160 

堀 課 長 具体的な事例では報告も上がっておりませんので、私どもでは把握をしており 161 

ません。 162 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 163 

井  上 決算書20ページ、この中にある５周年を記念した滝川市立病院ふれあいフェス 164 

タということで、私も参加したのですが、病院の対外的に向けたアピール、あ 165 

るいはＰＲということで非常に積極的にやられたのではないかとは思うのです。 166 

この関係で実態的にどのような状況であったのか、そしてこのアピール、ＰＲ 167 

というか、これはどの範囲で行われていたのか、その点についてお伺いします。 168 

佐藤課長補佐 ふれあいフェスタは、去年初めてのイベントです。入り込みの客数は650名、関 169 

与したスタッフは180名です。この中でありがたかっただとか楽しかったという 170 

意見をたくさんいただきまして成功裏に終わったと考えております。ＰＲの方 171 

法は、市中または近隣の施設に自作のポスターをつくって張らせていただきま 172 

して、あとはホームページですとかエフエムＧ’ｓｋｙなどを利用させていた 173 

だいてＰＲさせていただきました。 174 

井  上 ことしもやられるようなのだけれども、この病院をつくるときに滝川市の市民 175 

のかかりつけの病院と、ともに新十津川、雨竜、このあたりから病院に来られ 176 
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る人の割合は８割を超すのでないかと言われたのです。そういうようなことか 177 

ら、こういうフェスティバルなんかも含めてやはり近隣にもアピールする必要 178 

があるのではないかという気がするのだが、そのあたりの対策と実績的に市内、 179 

市外の来られている人をカウントしているのかなと思って、その辺についてお 180 

答えください。 181 

佐藤課長補佐 近隣へのＰＲ方法ということだと思いますけれども、もちろん新十津川、雨竜、 182 

そのあたりは医療圏と考えておりますので、先ほど申し上げたポスターも新十 183 

津川、雨竜の施設のほうに配らせていただいています。それと、新聞折り込み 184 

のチラシもつくっていまして、新聞会社は予算の関係上限られてしまいますが、 185 

近隣の市町に回るように配置をさせていただいております。 186 

井  上 こういうことをやる場合に、砂川は砂川の病院の分野がある、滝川の病院の分 187 

野というか、それぞれの特徴があると思うのだけれども、砂川だとか、そうい 188 

うものに対する近隣、赤平も含めてはＰＲしているのですか。すればいいとい 189 

うことではないのだけれども、これは副院長先生が来られているので、その辺 190 

の考え方があればお願いします。 191 

星川副院長 今説明のあったとおり、近隣の町とかにはＰＲをしていますが、実際近隣の公 192 

的病院、砂川の市立病院とか赤平、深川、芦別といったところにはそこまで手 193 

が回っていないのが実情ですが、今後参加者の人数とか、参加した方々のご意 194 

見を伺いながら、必要であればそういったところにも広げていきたいと思って 195 

います。 196 

佐藤課長補佐 補足なのですけれども、砂川市立病院も病院祭ということを毎年やっておられ 197 

まして、ある程度情報交換をさせてもらっているのですが、日にちがかぶらな 198 

いようにとかいろんな調整をさせてもらって、実績としましては去年初めてや 199 

ったフェスタに関しましては砂川にはポスターを張らないですとか、あと新聞 200 

折り込みのチラシも砂川には回らないようにとか、そういう配慮はさせていた 201 

だきました。 202 

井  上 前に院長先生からちらっとこのあたりのことを聞いたことがあるのですけれど 203 

も、そういう配慮をしながらやっているのかなと思って、そこのところを聞き 204 

たかったので、わかりました。 205 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 206 

清  水 それでは、通告をしてありますので、進めてまいりたいと思います。資料の中 207 

で確認をしたいことがございます。普通交付税の上から５行目、元利償還の40 208 

パーセントとか、これはこういった基準で普通交付税の基準財政需要額が決め 209 

られているということで、それ以外のことはないと思うのですけれども、一方 210 

後で質疑の中に出てくるのですけれども、この病院事業計画の中では41ページ 211 

に起債償還の50パーセントという表現が出てくるのです。これとの整合性につ 212 

いて答弁いただければと思います。 213 

 それでは、決算書９ページ、ここでは医師、医療職員確保と地域包括病棟開設 214 

の効果をお伺いいたします。まず、１点目は、入院収益32億752万3,000円は27 215 

年度の30億3,360万3,000円より5.7パーセント増で、収益がよ過ぎたとも言われ 216 

ていた26年度以前の35億円台に戻る方向であり、大変評価できると考えており 217 

ます。特に急性期の225床と地域包括病棟45床、精神科44床の初年度として監査 218 

意見書13ページに書かれておりますが、全体の病床利用率が70.4パーセントと 219 

回復基調にあります。病床改革は、医療上、また病院運営上どのような効果が 220 
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あり、どのような苦労があったのか伺います。 221 

 ２点目は、外来収益19億9,731万3,000円は27年度の19億5,361万4,000円より2.2 222 

パーセント増で、これも26年度以前の水準を超えており、大変評価できると考 223 

えます。入院収益増とともにこの回復は、内科医１名、眼科医１名の増員が大 224 

きな力になったことは間違いないと考えます。道内の医師偏在や医師不足の中 225 

で２名増ができた要因について伺います。 226 

 ３点目、決算書13ページ研究研修費は2,639万9,000円となっております。医師 227 

や医療技術職員の研さんのための重要な費用ですが、各職種の認定取得などに 228 

十分な金額と言えるのか、忌憚ないご答弁を伺いたいと思います。 229 

 ４点目、医師の業務の中で他の職員が手伝えることを医師の指示のもとで分担 230 

することで軽減し、本来業務に専念できる環境をつくることが求められていま 231 

す。ドクターズクラーク、医師事務補助員の活用は緒についたところと考えま 232 

す。マグネットホスピタルは、かけ声だけでは実現しません。採用人数、また 233 

効果が出ているのか伺います。 234 

 ５点目、７対１看護基準の継続取得のための28年度の数値はということで、１ 235 

点目は救急搬送後の入院や手術直後の患者、これは基準が25パーセント以上と 236 

いうことです。２点目、在宅復帰率、これは75パーセント以上、３点目、平均 237 

在院日数、これは基準18日以下ということです。これらについてそれぞれ実績 238 

をお伺いします。 239 

 大きな２点目、他会計負担金、決算書９ページです。企業債の元利償還の２分 240 

の１を一般会計が負担するというのが市立病院建てかえ時の当時の田村市長の 241 

市民との約束、市民の皆さんにも協力してくださいと、税金をそこに使うこと 242 

をというようなことがあって、病院事業計画の41ページの中に病院の建設改良 243 

に要する経費については企業債の元利償還の２分の１を一般会計の負担の考え 244 

方として記載をされておりますので、今のように言ったわけですが、別の言い 245 

方でいうと当時市民１人当たり9,000円という表現もしたのです。そうすると、 246 

当時人口４万4,000人ぐらいです。だから、約４億円、これを毎年税金から出さ 247 

せてくださいと、これははっきり覚えております。チラシもたしか出したと思 248 

うのです。そういう中できょう出された資料によりますと、一般財源としては 249 

１億9,900万円しか繰り入れがされていないということがわかりましたが、さら 250 

に院内保育所経費や高等学院経費の相当額についてもこの資料を見る限りは一 251 

般会計からは繰り入れされていないと思うのですが、当時の約束、あるいはそ 252 

の後も協議をして何かルールがあって、それに対して一般財源の繰り入れがど 253 

うなっているのかをお伺いいたします。 254 

 また、公営企業繰出基準に対してこれまで７割に満たないけれども、28年度の 255 

割合は幾らかお伺いいたします。７割に満たないというのは、これも病院事業 256 

計画の41ページに書かれておりまして、平成25年度が64.6パーセント、26年度 257 

が59.7パーセント、平成27年度は64.0パーセントということで書かれておりま 258 

す。資料の右端の合計のところに繰出基準が書いてある資料が出るかなと思い 259 

ましたが、ここでお伺いをしたいと思います。 260 

 次に、非正規職員対策をお伺いいたします。事務概要９ページの嘱託職員、臨 261 

時職員の人数の中で①看護部の嘱託職員25名の中の看護師の人数、②看護部の 262 

臨時職員54名の中の看護師の人数、③正職員の看護師の人数、それぞれについ 263 

てお伺いします。 264 
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 また、看護師は正規、非正規を問わず患者さんに接するときは同等の能力が求 265 

められ、同じ責任が生ずる点で労働には同一性があります。一方、待遇には差 266 

があります。管理職以外の正職員の平均的年収と嘱託職員、臨時職員はどの程 267 

度の差があるのか伺います。 268 

 最後、契約についてですが、決算書30ページです。一定額以上の契約がまとめ 269 

られています。連続して30年以上同一法人が受注し続けている業務があると考 270 

えますが、まずその業務名と契約先、年数について伺います。 271 

 一般論としてお伺いいたしますが、このページの中の事例を指してではありま 272 

せん。30年以上も連続して同一法人が受注し続けた場合、談合の可能性がある 273 

というのが全国の識者の見解だというふうに私は聞いております。それについ 274 

てお考えをお伺いいたします。 275 

 また、一つの例であり、それを求めているわけではありません。30年以上続い 276 

ているという状況は工夫が不足しているのではないか、何年以上連続した場合 277 

次年度の指名から外すなど発注者として適正化を工夫するなどの考えをお伺い 278 

いたします。 279 

矢野係長 決算書９ページ、医師、医療職員確保と地域包括病棟開設の効果の１の入院収 280 

益の関係で病床改革の効果、そしてその苦労ということについて答弁させてい 281 

ただきます。 282 

 病床改革につきましては、急性期治療を終了し、症状が安定した患者様に対し 283 

リハビリや退院支援などの効率的かつ密度の高い医療を提供するために平成28 284 

年３月に地域包括ケア病棟として45床を設置したところです。一般的に急性期 285 

病棟では、患者様の長期入院の要望に沿うということは難しい状況ですが、地 286 

域包括ケア病棟は一定期間患者様やご家族に対して説明と同意を得ながら、主 287 

治医、看護師、リハビリスタッフ、在宅復帰支援担当者らが退院に向けて支援 288 

できるという病棟であります。患者様からは、一般病棟に比べて長期に入院で 289 

きるということからも高い評価をいただいており、結果的に病床稼働率の上昇、 290 

そして入院収益の増加につながっております。病棟活用に向けては、医師、看 291 

護師を初めとした院内スタッフの連携、また主にリハビリを提供する病棟であ 292 

るということから理学療法士の確保が必要であり、その対応に苦慮した面もあ 293 

りましたが、院内の連携については毎週開催しております地域包括ケア病棟の 294 

運営会議による検討、そして職員による院内改善活動による周知などの取り組 295 

みを行うことでその連携を深め、理学療法士の確保につきましては28年度に２ 296 

名採用し、体制の充実を図ったところでございます。 297 

椿 部 長 ２つ目のご質疑にありました道内医師偏在や医師不足の中で２名増になった要 298 

因ということでございますが、医師の派遣につきましては従来から院長、事務 299 

部長等で道内３医育大学の各講座を訪問させていただき、医師の継続的な派遣 300 

等お願いしているところでございます。その成果がこういう格好であらわれて 301 

きているのかなと考えているところです。大抵は秋ぐらいから医局訪問をして 302 

いるのですが、今年度からは５月の段階から既に動き始めておりますので、今 303 

後とも医師の招聘に努めてまいりたいと考えているところでございます。 304 

鎌塚係長 ３番目の研究研修費についてお答えいたします。 305 

 医師については、１人25万円を上限として学会参加費等の旅費を含めて予算を 306 

とっており、専門医等の認定料など申請があるものについては支出しておりま 307 

す。医師以外についても申請があるものについては認定料等支出しており、認 308 
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定資格維持のための講習会参加費等も支出しております。 309 

青山課長補佐 ４番目の医師事務作業補助についてお答えいたします。 310 

 当院の医師事務作業補助者採用人数は、28年度10名です。主に予約患者の検査 311 

等代行入力や書類作成、主に主治医意見書や特定疾患診断書等の代行入力、外 312 

来診察の補助を実施しております。効果につきましては、医師、看護師負担軽 313 

減対策会議の委員メンバーである医師のほうから診断書等の代行入力など助か 314 

っているというお声もいただいております。ただ、今後ますます医師事務の補 315 

助が求められておりますので、増員していきたいと思っております。 316 

 続きまして、５番目の７対１看護基準の継続取得のためにということですが、 317 

１番目の救急搬送後の入院や手術直後の患者と言われておりますが、いわゆる 318 

一般病棟用の重症度、医療・看護必要度について３月を見てみますと基準25パ 319 

ーセント以上のところ26.1パーセント、在宅復帰率については基準75パーセン 320 

ト以上のところ88.1パーセントと他の月もあわせて全て基準を満たしておりま 321 

す。平均在院日数は、基準18日以下のところ28年度は16日となっております。 322 

高林主査 まず、企業債の元利償還金の２分の１を一般会計が負担するというところです 323 

けれども、総務省の基準ではこのようになっております。当院では、建物分に 324 

関しては基準どおり２分の１繰り入れされております。ただ、医療機器分に関 325 

しては、交付税の措置分の22.5パーセントの繰り入れとなっております。あと、 326 

後段の院内保育所経費と高等看護学院経費の収支差額相当額についてですけれ 327 

ども、これもルールどおり繰り入れされております。 328 

 次の繰出基準に対してこれまで７割に満たないが、現状はどのようになってい 329 

るかについてですけれども、繰出基準では28年度は13億4,772万1,000円、それ 330 

に対しての繰入額は８億3,127万2,000円で、割合は61.68パーセントとなってお 331 

ります。 332 

鎌塚係長 非正規職員対策についてお答えいたします。 333 

 まず、事務概要に書いてある嘱託職員、臨時職員の人数についてですが、嘱託 334 

職員の中で看護師の人数は６名です。臨時職員は21人、正規職員は210人です。 335 

 続いて、看護師の年収についてです。正規職員、管理職を除いた以外の年収と 336 

しましては約570万円、嘱託職員につきましては約320万円、臨時職員につきま 337 

しては短時間の勤務の方が多いので、半日勤務の方も多いのですが、約200万円 338 

となっております。 339 

佐藤課長補佐 私からは、契約に関してです。 340 

 １つ目の業務名は、市立病院清掃業務、契約先は株式会社フジファシリティー、 341 

残っている資料では年数は平成28年度含めて34年となっております。 342 

 ２つ目、その場合談合の可能性という件ですが、清掃の契約は競争入札により 343 

適正に行われておりますので、そのような可能性はないと考えております。 344 

 ３つ目の工夫する必要の部分ですけれども、この清掃業務の入札は市のルール 345 

にのっとって実施されておりますので、ご理解をお願いいたします。 346 

清  水 まず、副院長にお伺いをしたいのですけれども、この状況で偏在、医師不足の 347 

中で２名の医師が確保され、この中で見ると臨床研修医を除いている36名の医 348 

師の数というのは過去最高水準です。ですから、やはり訪問だけでこれが確保 349 

されるというのは、私にとっては本当にありがたい話なのですけれども、やは 350 

り滝川市立病院の何か医師の皆様にとって魅力があるからというようなことは 351 

ないのか、もしあるとしたらそれを私たちはさらに強化をしていくということ 352 
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を考えるということでお伺いします。 353 

 そして、これは副院長にということではなくて、７対１看護なのですが、救急 354 

搬送後の入院や手術直後の患者というのが26.1パーセントと25パーセントの基 355 

準をわずかにクリアしているなという感じはするのですが、これが25を割って 356 

しまうとすぐ７対１がだめになるということはないだろうとは思いますけれど 357 

も、今の滝川市立病院の流れからいうと、これはクリアし続けることができる 358 

状況かということでお伺いします。 359 

 それと、繰出基準に対してでは、61.6パーセントということで１億9,900万円、 360 

今回起債償還が３億2,000万円の半分というと１億6,000万円、これに院内保育 361 

所や高等看護学院を合わせると１億9,900万円だと、だからこの約束は果たして 362 

いますよというのが一般会計の言い分だということは理解します。しかし、そ 363 

うなるとやはり今の一般会計は、公営企業法に基づく繰出基準を守る考えは、 364 

守りたいとは思っているのでしょうけれども、これについては上積みをしてい 365 

く考えはないというふうに捉えているのか、私はこれだったら繰出基準をふや 366 

して約束は破っているよというふうに、お金は色ついていませんから、そうい 367 

うほうがわかりやすいかなと思うぐらいなのですけれども、お考えを伺います。 368 

 最後の契約についてなのですが、競争入札だから適正だと、これは識者はそう 369 

は言っていないのです。競争入札をやっても談合はできるのが常識なのです。 370 

滝川でやっているとは私一言も言っていません。そう疑られても仕方ないとい 371 

うことで、やはり適正だと断言し続けることはもはや思考停止に陥っているの 372 

ではないかなとさえ私は思うのですが、再度お考えを伺います。 373 

星川副院長 私なりの考えをお話ししたいと思いますが、滝川市立病院、医師がとりあえず 374 

増員傾向と、それに何か要因が、魅力があるのかというご質疑ですが、まず医 375 

師の増員は医師の待遇改善に直接影響します。それがひいては医局からの医師 376 

の安定供給というか、経常供給につながって、最近の医局は派遣した医師がど 377 

ういう待遇を受けているかというのはすごく気にするようになっていますので、 378 

そういう意味では増員してもらわなければ待遇がなかなか改善しない、でも医 379 

局は送ってくれないという、そういうイタチごっこの面はありますけれども、 380 

まず確実に医師が増員されるとその科の医師の待遇は改善されます。改善する 381 

と、先ほど言ったように医師の安定供給につながり、ひいては医療の質の向上 382 

だとか、それから患者満足度の向上につながると思っていますので、一応病院 383 

の最優先課題としてはもちろん看護職とかほかのスタッフもそうですが、医師 384 

の増員を第一に考えていまして、身もふたもない言い方にはなりますけれども、 385 

医師は何人いてもいいという考えでいます。そのためには、先ほど説明があり 386 

ましたけれども、院長の堤を初めとして派遣元の大学への定期的な訪問、それ 387 

から派遣されていない医局にも最近はお願いに上がっているということがあり 388 

ますし、それから臨床研修医制度というのが始まりましたので、それも研修医 389 

ということで医師としては半人前ではありますけれども、医師免許を持ってい 390 

るわけで戦力として考えられますので、積極的に研修医は受け入れる体制をと 391 

って、来てもらうために例えば病院見学なども積極的に受け入れて、そして遠 392 

方から来る学生もいますので、交通費なり宿泊費なりも補助しているというこ 393 

と、あとはホームページで医師を募集したり、民間医局に頼んだりということ 394 

もやっています。逆に言うとそれしかやっていないというのもそうなのです。 395 

それでもことし内科医もふえましたし、実は整形も１人ふえています。眼科も 396 
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ふえていると、それによって患者数も増加し、手術件数もふえるという、そし 397 

て見ていると去年ぐらいまでは整形の人が昼御飯を医局でゆっくりとるような 398 

姿は見たことなかったのですが、ことしは比較的ゆっくりしているということ 399 

で収入も上がるし、医師の待遇というか、職場環境も改善されているというこ 400 

とだと思います。はっきり何が魅力かというのはわかりませんけれども、去年 401 

から医師個人の診療行為に対してインセンティブ制度を導入していまして、一 402 

生懸命働いた人にはそれなりの報酬を出しますよという制度になっています。 403 

それから全国学会、医師の要望としては日常臨床はもちろんなのですが、そう 404 

いう全国学会などに参加して最新の医療情報を手に入れたいという希望が強い 405 

ですから、そういう支援を増額して現在は年間全国学会に２回は最低行けるよ 406 

うな状況になっていますので、そういう意味で報酬面というか、そちらのほう 407 

では補助していますので、全道の自治体病院に比べてもその点についてはそれ 408 

ほど遜色がない状況だろうと思っていまして、一にやっぱり院長の堤の努力と 409 

いうことですが、あとはその周りの金銭的なサポートをやっているのが原因で 410 

はなかろうかと思います。 411 

 先ほど医師は何人いてもいいと言いましたけれども、現状は緊急課題としてま 412 

ず循環器内科、それと泌尿器科、この２つの科は仕事量に比較しても人数が圧 413 

倒的に足りなくて、ここを何とかしないと今いる先生たちも疲弊して、ならも 414 

うやめるわというような状況になりかねないので、そこは何とか緊急課題とし 415 

て取り組んでいきたいとは思いますが、昨今の状況からずっと依頼はしていま 416 

すけれども、なかなか要望に応えていただけないという状況が続いています。 417 

堀 課 長 看護必要度の関係について答弁させていただきます。 418 

 当院は、急性期病院でありますので、清水委員がおっしゃるように重症患者の 419 

受け入れ、これに努めていくというのがまずは基本だと考えております。それ 420 

に加えてもう一点でありますが、昨年３月から地域包括ケア病棟、これを導入 421 

しておりまして、これは大変有効なものであります。１つには、急性期病床に 422 

比べて看護必要度、在院日数、こういったものに余裕がある決まりになってお 423 

ります。入院日数が長くなって看護必要度が低くなった患者さん、こういった 424 

方を地域包括ケア病棟に転棟させることによって急性期の看護必要度、それか 425 

ら在院日数は守れるということになります。現在の地域包括のケア病床の稼働 426 

率は６割程度でありますので、まだ活用といいますか、余裕があるところです。 427 

 続けて、一般会計の繰り入れの質疑もいただきました。本年の第２回定例会で 428 

清水委員から一般会計に対し、市に対して同様の趣旨の質問がされたと思いま 429 

す。その中で答弁されている内容が全てというふうに思うのですが、その内容 430 

としては、現在、病院経営計画を策定したところなので、その進捗状況を注視 431 

していきたいということがまず１点。そして、先ほども申し上げましたが、一 432 

般会計の繰入金、これは今まで市と市立病院が双方の状況を理解しつつ予算協 433 

議において決めてきている経過があると、今後もそうした考えのもと進めてま 434 

いりたいと、そういった答弁がされているところでありますので、ご理解をお 435 

願いしたいと思います。 436 

椿 部 長 長年続いている契約ということについてのご意見をいただいたのですが、これ 437 

につきましては病院独自で契約しているわけでなくて、市のルールに基づいて 438 

やっているということでご理解いただきたいなと思います。 439 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 440 
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山  口 副院長にお伺いしたいのですけれども、27年度から大きな赤字になりまして、 441 

それで病院は大変だということになって院長には何回となくいろいろな場面で 442 

言われたというふうに思うのですけれども、病院のドクター、ナースは大きな 443 

赤字を抱えたということの認識をどの程度持って28年度の医療活動に対処した 444 

のかというのをお伺いしたいと思います。 445 

星川副院長 病院の収支に関しては、毎月医師に対しては医局会で各科ごとの収益、過去と 446 

比較したものを配付していますので、医師としては多分自分の科がどの程度前 447 

年と比べてどうなのかとかという把握はしていると思います。ただ、医師の側 448 

としては、不必要な例えば医療行為だとか、入退院の増加だとか、そこまでし 449 

て上げる必要はないだろうというのは根底にはありますけれども、一応病院が 450 

大きな赤字を抱えているということは当然認識してある程度は日常診療に多少 451 

は影響を与えて何とかしようという気持ちにはなっている医者がほとんどだと 452 

思います。 453 

椿 部 長 看護師の関係ですが、看護師につきましても毎月事業運営会議という幹部の会 454 

議がありまして、そこで収支の状況を明らかにしています。それについては、 455 

看護部の中で下のほうに伝達するような仕組みになっておりますので、看護師 456 

についても27年度大きな赤字があって28年度頑張らないといけないということ 457 

は認識していると考えております。 458 

山  口 認識しているというのは両方ともわかったのですけれども、その認識したこと 459 

で何か動きに変わりがありましたか。 460 

堀 課 長 今回の収支改善につきましては、医師、看護師のみならず院内のスタッフ全員 461 

で共有をしているところであります。そんな中、昨年12月には診療情報等算定 462 

プロジェクトを立ち上げて、現在も５つのワーキングに分かれましてそれぞれ 463 

検査ですとか、栄養指導ですとか、患者さんへの質を上げて、なおかつそれを 464 

診療収益につなげていくと、そういった取り組みを今現在実施しております。 465 

そういったことを通じまして医療スタッフには今まで以上に患者のニーズも含 466 

めて収益、経営状況ということについては意識をしていただいていると理解を 467 

しております。 468 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 469 

  堀 病院経営計画が作成され、立ち向かっているところだと思いますが、その中で 470 

経費の節減とか、未収金の縮減に取り組んでいるということで書かれています 471 

けれども、具体的にはどういうようなことなのかお示しをしてください。 472 

青山課長補佐 未収金について説明させていただきます。 473 

 未収金ですが、28年度末現在におきますと８億円ということで、これは３月の 474 

入院の定期請求とレセプトの請求が２カ月おくれに入金されるというのがござ 475 

います。それで、窓口未収金の３月末現在では実患者264名、177件で、これは 476 

３月定期請求分を除いた未収金で約290万円となっております。８月現在で28 477 

年度現年度未収金を含めて2,500万円ほどになっております。27年度過年度未収 478 

金と28年度過年度未収金を比較しても400万円ほどの減となっております。その 479 

背景といたしましては、27年から弁護士事務所に徴収の委託をしていること、 480 

それから未収金徴収マニュアルを作成しまして、それにのっとって随時督促を 481 

しているところでございます。 482 

高林主査 経費の縮減についてですけれども、昨年は電力契約を新電力に移行するために 483 

入札を行い、年間約500万円の縮減という効果を出しました。あと、委託契約の 484 



- １２ - 

 

内容を見直して縮減に努めたところであります。 485 

  堀 細かなことを聞きますが、看護師とか、それに携わるいろいろな事務方もいる 486 

と思うのですが、経費の縮減に関してはボールペンからペーパーから印刷だと 487 

かさまざまな内容が考えられますけれども、そういう細かなところについては 488 

どういう指導なり挑戦をしているのか、なければないでいいのですが、どうで 489 

しょうか。 490 

椿 部 長 細かなところは、毎週病院では週刊ヘッドラインという格好で院内の職員向け 491 

にニュースを発行しているのですが、その中で削減の呼びかけなどをしており 492 

ます。あと院内各種マニュアルがたくさんございます。医療安全に関するマニ 493 

ュアルですとか、いろんなマニュアルがあるのですが、そのマニュアルを電子 494 

化するということで、かつては全所属に紙で印刷して配っていたものをパソコ 495 

ンの中に入れていつでもパソコンから見られるような状況にするということで 496 

紙の縮減等も行っているところでございます。 497 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 498 

副委員長 それでは、14ページ、医業外費用の中で保育所の運営費が載っているのですが、 499 

これの委託料と管理費が載っているのですが、この辺の実態というか、利用状 500 

況についてお聞きしたいと思います。 501 

 マスコミあたりで騒がれているのですが、救急ということに対しては指を切っ 502 

た、あるいは打撲しただけでも呼ばれているというような状況が多々あると思 503 

うのです。この間私が経験した中で当番医が例えば麻酔科の先生で、搬送され 504 

た患者に対応できなくて対応の仕方がちょっとおくれたというような苦情もあ 505 

ったのです。当番医の方、医師の先生は１人なのか、そういう中で負担がすご 506 

く大きくなると思うのです。例えば休日で３人か４人待っていた、その中に出 507 

血があるような人もいたのですが、先に救急で搬送された患者を診るのです。 508 

症状が重い患者か軽い患者かはわかりませんけれども、そういう中で搬入した 509 

患者でなく待っていた患者は結果的に、亡くなったのです。その辺の対応の仕 510 

方というのは、今状況どうなっているか聞きたいのです。 511 

 それと、清掃と管理、雑役業務についての委託料ですが、ほとんどがフジファ 512 

シリティーで、大体七千何百万円、半分なのですが、あと半分についてはどこ 513 

で行っているか、使用先というのがわかれば詳細を教えていただきたい。 514 

鎌塚係長 院内保育所の利用についてお答えいたします。 515 

 ことしの４月１日現在の利用状況ですが、現在利用している職員は看護師で15 516 

名います。子供については、基本保育、150時間保育、一時保育と種類がありま 517 

すけれども、全部で19名のお子さんが利用している状況です。 518 

星川副院長 先ほどご指摘のあった救急外来で待っている間に亡くなった患者さんがいらっ 519 

しゃると、その事例に関してはこちらで把握していないので、何ともお答えで 520 

きないのですが、夜間、時間帯によっては、患者が殺到するわけです。基本的 521 

には順番どおりです。来院した順番どおり診るような形になるとは思うのです 522 

が、その状況を看護師がまず診察前に把握するとは思うのですが、その中で優 523 

先順位をつける、トリアージをつけるというのは当然なので、そこで優先順位 524 

を変更していくというのは普通の対応だと思いますので、実際そういうふうに 525 

運営されていると思います。ですから、風邪の患者さんを最初に診ながら、待 526 

合室ではすごく重症の患者を待たせておくと、そういう状況は多分ないと思い 527 

ます。もしそういうことがあれば、当然改善をしたいと思います。 528 
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堀 課 長 委託料についての質疑がありましたが、決算書30ページに重要契約の要旨とい 529 

うことで、この中に委託業務も出ておりますので、金額はここに掲載されてお 530 

りますから、こちらをご参照いただければと思います。 531 

副委員長 今副院長から答弁ありましたが、私が実際に経験した休日の患者の対応につい 532 

てですが、救急外来で待っているときに救急搬送が来た。隣にいたのは、うち 533 

の町内の人なのですが、うちの女房も行ったのですが、そのとき救急対応の患 534 

者さんの重要度合いによってちょっと違うかもしれない、物すごく対応がおく 535 

れたか何か知らないが、先生が患者さんをどなりつけていたのです。私もこの 536 

医者の対応は何だと思った。６人待っていたのですけれども、６人の順番だか 537 

ら、うちの女房は、腸がおかしくなっていたので、それならいいと、すぐにど 538 

うちん内科消化器科へ連れていって対応したのですが、その後その救急外来で 539 

待っていた八十幾つのおじいちゃん、もう亡くなったのですが、尿管だったか、 540 

見ていたら、出血していた、だんだん血がいっぱい出てきた、立っていられな 541 

い、どうだろうと言っていて、すぐ対応できていなかった。そういうまずさも 542 

あったのです。その医師をかえれとは言いませんが、医師のモラルの問題もあ 543 

るし、先生も大変なのはわかるのですが、命を預かることなので、病院側の対 544 

応をもう少ししっかりしてほしい。そういう苦情的なものが下から上がってき 545 

ているのか、それをお聞きしたい。 546 

星川副院長 先ほど答弁したとおり、院内には意見箱もありますし、そこで出てくるものも 547 

ありますし、患者さんから直接スタッフに苦情があるのもあります。その中で 548 

余りにもひどいと、対応が悪いといったものに関しては当然院長なりその科の 549 

責任者なりを交えて対応を協議するわけですが、基本的には先ほどお話があっ 550 

たように例えば眼科医が全科当直をやっていると、あらゆる疾患に対応しなけ 551 

ればならないと、対応できないものは他科に応援を求めるという体制でおりま 552 

すので、なかなか実際に適切な科の医師が院内に到着するまでにタイムラグが 553 

あったりすると、そういったことで、そういう面での対応のおくれはあるとは 554 

思いますが、余りにひどいものはそういうことで、亡くなってしまうような事 555 

例があって事後で対応してもそれは手おくれとしか言わざるを得ないですが、 556 

そういうことが将来にわたって起きないような対応はできるだけ講じているつ 557 

もりです。 558 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 559 

（なしの声あり） 560 

委 員 長 ないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 561 

（異議なしの声あり） 562 

委 員 長 そのように確認いたします。 563 

 以上で認定第８号の質疑を終結いたします。 564 

 所管入れかえのため暫時休憩いたします。 565 

休  憩 １１：２８ 566 

再  開 １１：３８ 567 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 568 

 認定第４号 平成28年度滝川市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 569 

委 員 長 認定第４号 平成28年度滝川市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 570 

説明を求めます。 571 

国嶋部長 （認定第４号を説明する。） 572 
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委 員 長 説明が終わりました。 573 

 これより質疑に入りますが、時間の関係で午前中はこれまでにとどめ、質疑に 574 

ついては休憩後の午後からしたいと思いますが、いかがですか。 575 

（異議なしの声あり） 576 

委 員 長 このあたりで昼食休憩といたします。再開は午後１時といたします。それでは、 577 

休憩いたします。 578 

休  憩 １１：５０ 579 

再  開 １２：５８ 580 

委 員 長 それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 581 

 これより質疑に入ります。質疑ございますか。 582 

清  水 決算書312ページ、歳入の１款１項１目、介護保険料の収入済額は７億2,291万 583 

6,000円です。事務概要92ページで総数が１万4,576人のうち普通徴収が1,871 584 

人、12.8パーセント、この収納率が90.42パーセントで179人が滞納になってい 585 

ます。そこで、年金１万5,000円未満の方の滞納は、払いたくても払えない人が 586 

多いと思います。保険料は、第２段階２万6,760円の方、第４段階４万7,090円、 587 

課税世帯のどちらかですが、第２段階などは支払い困難と考えますが、状況に 588 

ついて伺います。 589 

 ２点目、介護保険料の徴収業務は、税務課ではなく介護福祉課が行っていると 590 

思いますが、不納欠損は331万6,200円となっています。人数、不納欠損の件数 591 

について伺います。 592 

 ３点目、執行停止の状況について伺います。 593 

 ４点目、特別徴収の第２段階、世帯、本人とも非課税で本人の所得が80万円以 594 

下の中には１万6,000円の年金から2,230円から3,924円引かれることになります。 595 

相談などはないか伺います。 596 

 歳出、介護認定について、事務概要96ページで認定者数は総数が2,514人、その 597 

うち１号被保険者が2,484人、１号の認定率は被保険者数１万3,666人に対し18.4 598 

パーセント、道内や全国平均との比較について伺います。 599 

 ２点目、介護予防事業から介護予防・日常生活支援総合事業への改正が当市で 600 

は28年３月から実施されました。予防給付サービスの訪問介護と通所介護のみ 601 

を利用することが確実と見られる方に対しては、要介護、要支援認定を省略し 602 

て基本チェックリストによるサービス利用が可能になりました。しかし、確実 603 

かどうかの判断自体が非科学的との批判があり、実施していない市町村が圧倒 604 

的です。介護認定新規更新でどのように対応してきたか伺います。 605 

 ３点目、事務概要95ページ、要認定者数2,514人に対し１年間の要介護認定は更 606 

新で2,087人、単純計算では１人平均で1.2年に１回の認定作業となります。要 607 

介護度、本人の意思などとの関係で認定のタイミングをどのようにしているの 608 

か伺います。 609 

 次に、340ページ、６款１項１目、介護給付費準備基金積立金、9,002万円を積 610 

み立てた結果、基金残高は１億6,744万5,000円になりました。第６期当初との 611 

比較について伺います。 612 

 監査審査意見書33ページで第６期の初年度である27年度の繰越金歳入は7,498 613 

万3,000円だったものが、28年度末翌年度繰越額１億2,179万9,000円へと4,681 614 

万6,000円ふえております。一方、基金残高については、ただいま質疑をしてお 615 

りますので、これがふえていればさらにそれに積み増しされ、これが減ってい 616 



- １５ - 

 

ればそれよりも減るということになるわけですが、とりあえず第６期保険料の 617 

設定が高過ぎた可能性についてお伺いいたします。 618 

木村係長 まず、１点目の介護保険料について第２段階２万6,760円、第４段階４万7,090 619 

円は第５期の段階と金額でありまして、年金１万5,000円未満の方というのは年 620 

金月額が１万5,000円の方であるかと思いますが、第５期の第２段階は現在の第 621 

６期では第１段階２万6,460円、第４段階は段階変わらず、金額が５万2,920円 622 

に該当する方々であると思います。窓口や訪問などでお支払いの相談を受ける 623 

ことがありまして、このような皆さんにおかれましては日々の生活が非常に苦 624 

しい中、大変な思いで納付いただいておりますことはいろいろとお話をお聞き 625 

しているところです。ご相談のあった際には、相談者の実情に応じて個別具体 626 

的に対応しております。 627 

 ２点目、不納欠損の人数及び件数は人数102名、件数605件です。 628 

 ３点目、執行停止の状況については、介護保険制度では保険料の滞納が蓄積さ 629 

れた方々ですとか、不納欠損となった方について償還払いや自己負担が１割か 630 

ら３割になるという制限措置がありますが、平成28年度におけるそれぞれの該 631 

当者はおりません。 632 

 ４点目、特別徴収の第２段階の方にはというところですが、こちらも第１段階 633 

の方に現在はなるのですけれども、相談者の中にはご質疑に該当するような方 634 

もいらっしゃるのですけれども、介護保険制度の趣旨と重要性をご説明させて 635 

いただきましてご理解を求めるよう努めております。また、特にこのような段 636 

階の方からのご相談が多いという状況ではありません。 637 

 続いて、歳出の介護給付費準備基金につきまして当初との比較ということです 638 

が、9,002万6,000円増額となっております。 639 

 そして、繰越金で申し上げますと、国、道などからの交付金の精算が翌年度と 640 

なりますことから、さきの本会議において補正予算計上させていただきました 641 

ようにこの１億2,179万円の繰越金から約5,000万円償還となりまして、実質の 642 

繰り越しは約7,225万円となります。また、介護保険事業計画においては、被保 643 

険者が増加し、サービス利用者が多くなるため計画最終年に近づくほど保険給 644 

付が増大し、その財源となる保険料の必要額が多くなるという状況にあります。 645 

特に６期計画におきましては、栄町３－３地区における老健施設等の整備を初 646 

めとして、東町におけるグループホームや小規模多機能型居宅介護施設の整備、 647 

緑寿園の改築整備などの大規模な施設整備もありましたので、平成28年度から 648 

平成29年度における給付が数億円規模で増加することが見込まれるなど、その 649 

傾向が顕著となる計画となっております。したがいまして、平成27年、28年度 650 

において繰越金や基金が増大することは計画どおりでありまして、決して保険 651 

料が過大であったわけではないと考えているところであります。 652 

西尾係長 続きまして、歳出の介護認定にかかわる質疑ですが、１点目、認定率の道内平 653 

均と全国平均との比較については、公表されている平成28年９月末現在の平均 654 

認定率は全道19.5パーセント、全国18.0パーセントとなっておりまして、これ 655 

らの数値と比較しますと本市の状況はおおむね全国並みとなっており、道内平 656 

均と比較しますとかなり低い数字となっています。 657 

 ３点目、認定のタイミングについては、申請などに基づき認定審査会において 658 

有効期間が定められ、その有効期限に合わせて更新申請を行うこととなります。 659 

なお、新規申請や更新申請のほかに区分変更による申請もあり、状況の変化に 660 
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より随時申請可能となっております。 661 

相澤副所長 歳出の２点目の基本チェックリストによる認定の新規、更新をどのように対応 662 

してきたかというところですが、当市におきましては新規申請の方については 663 

より客観的な判断が行われるように基本的には介護認定の申請をしていただく 664 

よう工夫しているところであります。更新申請時におきましては、状態が安定 665 

している要支援の軽度の方のみ担当ケアマネがご本人と事業所と相談させてい 666 

ただいて基本チェックリストのみで対応しております。 667 

清  水 まず、執行停止の状況ということで答弁は償還払いとか１割を３割にというこ 668 

とで答弁されたのですが、地方税の場合は滞納が出ると生活困窮だとか財産が 669 

ないとかということでまず執行停止にする。けれども、介護保険料の場合は、 670 

そういう規定がないということでいきなり不納欠損になるということだという 671 

ことがわからなかったものですから、そういうことであればそのあたりのこと 672 

について伺います。 673 

 それと、基本チェックリストですけれども、新規の場合は訪問調査をして認定 674 

作業すると、これは本当に滝川市の姿勢はすばらしいと私は評価しますけれど 675 

も、更新の場合ということになると基本チェックリストを用いていると、基本 676 

チェックリストが悪いのは訪問調査をしないということや認定審査会を通らな 677 

いということですから、その方に対する評価がいろんな角度からできないとい 678 

う点では更新のときの基本チェックリストというのは僕はあり得るとはちょっ 679 

と言えないのだけれども、件数的にいうと基本チェックリストがどれぐらい使 680 

われたか、お伺いいたします。 681 

木村係長 不納欠損の関係になります。ご質疑あったように確かに介護保険においてはい 682 

きなり不納欠損ですが、実際には納付相談をされる中で納付誓約による分割納 683 

付などの対応をさせていただいて、サービス等を受けている方はサービス制限 684 

がかからないように工夫をしているところです。 685 

相沢副所長 基本チェックリストの更新申請で実際にされた方は、28年度実人数で10名です。 686 

それ以外は、皆様認定申請をされていらっしゃいます。 687 

委 員 長 ほかに質疑ございませんか。 688 

  堀 329ページの介護サービス等諸費の中で居宅介護サービスの給付に要した経費の 689 

下段に介護予防サービスの給付に要した経費がございます。これの事業内容と 690 

それにかかわった事業費をお示しください。 691 

 それから、下段にあります居宅介護サービス計画等給付費の中で介護予防サー 692 

ビス計画の給付に要した経費が1,000万円ちょっとあると思いますが、これの事 693 

業の内訳と事業のそれぞれの経費を教えてください。 694 

 最後になりますが、333ページの介護予防・日常生活支援総合事業の中の介護予 695 

防・生活支援サービス事業に要した経費が１億2,600万円ほどあると思うのです 696 

が、これの事業内容とそれぞれにかかわった事業費を示してください。 697 

橋本主査 介護予防・生活支援サービス事業に要した経費の内訳について答弁させていた 698 

だきます。 699 

 内訳としましては、訪問介護相当サービスと通所介護相当サービス、高額介護 700 

予防サービスの負担金としまして１億1,987万6,078円、これは従前の介護予防 701 

給付の訪問介護と通所介護と高額介護サービスに当たるものでございます。も 702 

う一点は、温泉教室の事業費、委託料が主になりますが、711万3,160円、以上 703 

が内訳となります。 704 
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土橋課長補佐 ２点目にご質疑のありました居宅のサービス計画の関係です。 705 

 予防の給付の内容と内訳ですが、決算書に計上しております1,075万幾らという 706 

ことで、内容としましては主に包括支援センターが要支援１、２の方のケアプ 707 

ランを立てます。そういった部分に保険事業勘定からサービス事業勘定にお支 708 

払いする給付の部分となり、委託は包括から委託料として払いますので、専ら 709 

包括支援センターに払う内容となっています。 710 

木村係長 介護予防サービスの給付に要した経費の内訳になります。数がちょっと多いの 711 

ですけれども、訪問介護、また訪問入浴介護、そして訪問看護、訪問リハビリ、 712 

居宅療養管理指導、そして通所介護、通所リハビリ、短期入所生活介護、短期 713 

入所療養介護、そして福祉用具貸与、特定施設入居者生活介護となっておりま 714 

す。その中でも特に大きい重立ったものは、通所リハビリが約1,340万円、福祉 715 

用具貸与が1,015万円、そして特定施設入居者生活介護が1,399万円となります。 716 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 717 

（なしの声あり） 718 

委 員 長 ないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 719 

（異議なしの声あり） 720 

委 員 長 そのように確認いたします。 721 

 以上で認定第４号の質疑を終結いたします。 722 

 本日まで２日間質疑を行ってきましたが、市長に対する総括質疑はなしと確認 723 

してよろしいですか。 724 

（異議なしの声あり） 725 

委 員 長 確認いたしましたので、以上で全ての質疑を終結いたします。 726 

 所管は退席願います。 727 

 これより休憩に入りますが、休憩中に書類審査に入ります。再開は13時50分と 728 

いたします。暫時休憩いたします。 729 

休  憩 １３：２０ 730 

再  開 １３：５０ 731 

委 員 長 それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 732 

 書類審査 733 

委 員 長 休憩中に書類審査をしていただきましたが、これに対する質疑はございますか。 734 

（なしの声あり） 735 

委 員 長 質疑なしと認めます。 736 

書類審査の質疑を終結いたします。 737 

 討論 738 

委 員 長 それでは、これより討論に入ります。 739 

 討論の順番につきましては、委員会の初日に決定しているとおり、会派清新、 740 

会派みどり、新政会、公明党、日本共産党の順となります。 741 

 最初に、会派清新、関藤委員。 742 

関  藤 会派清新を代表しまして、第２決算審査特別委員会に付託されました認定第２ 743 

号から第８号までの７件につきまして認定を可とする立場で討論いたします。 744 

 初めに、本市における生活困窮者や所在不明者などの増加により各事業会計に 745 

影響があったのだと思われますが、市理事者、また職員の経費節減、財政改革 746 

に努められたことに敬意を表し、若干意見を付して討論いたします。 747 

 １、国民健康保険特別会計、国民健康保険は市民の命と健康を守るためのパス 748 
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ポートであり、制度が変更されても市民が安心して病院にかかれるよう配慮さ 749 

れたい。 750 

 ２、公営住宅事業特別会計、市営住宅の未収金、不納欠損の減少に努められる 751 

とともに、今後の管理人の後継者確保問題にも努力されたい。 752 

 ３、介護保険特別会計、今後さらに進むと想定される老老介護を視野に入れ、 753 

利用者との関係を深め、介護サービス事業に努められたい。 754 

 ４、後期高齢者医療特別会計、高齢者社会の中で広域連合と連携を深め、福祉 755 

の向上に努められるとともに、高齢者にわかりやすい説明、相談をされていく 756 

ことを希望いたします。 757 

 ５、下水道事業会計、未収金、不納欠損に対し不公平感が生じないよう対応策 758 

を検討され、建設改良事業においては効率性を考え、計画的に進められたい。 759 

 ６、病院事業会計、市民の安全、安心を守る市立病院の安定経営を維持してい 760 

くための具体的な数値目標を立て全職員が共通の認識を持ち、しっかりとした 761 

医療体制の充実に努められたい。また、医師確保が難しい中、３名の医師を採 762 

用できたことは評価したい。医師の評価が病院評価につながることからも、さ 763 

らなる市民が安心できる病院づくりにご尽力いただきたい。 764 

 以上申し上げまして、会派清新の討論といたします。 765 

委 員 長 次に、会派みどり、渡邊委員。 766 

渡  邊 会派みどりを代表し、第２決算審査特別委員会に付託されました認定第２号か 767 

ら第８号の平成28年度特別会計５件、企業会計２件、全てを可とし、若干の意 768 

見を付しまして討論いたします。 769 

 滝川市の経済情勢は、依然として厳しい中、各会計の執行においては理事者、 770 

職員の財政健全化に取り組む姿勢に対し敬意を表します。各会計では、一般会 771 

計からの繰入金、基金の切り崩しで執行され、黒字決算の会計があります。不 772 

用額の多くは、当初予算における積算との差額と認識しますが、身の丈に合っ 773 

た事業展開を図るよう努力されたい。市民と行政が一体となったまちづくりを 774 

力強く推進するためにも、しっかりと市民が納得のいく事業目的、効果を鮮明 775 

にし、市民の健康と生活の向上と安心できるまちづくりに努めていただきたい。 776 

 １、国民健康保険特別会計、当会計を取り巻く環境は厳しいものと推測します。 777 

国民健康保険税の公平に努め、収納率向上に引き続き努力されたい。事業展開 778 

では、特定健康診査受診率の向上に努めていただくとともに、市民の健康増進 779 

を図られたい。また、低所得世帯に対しては、現状を十分把握した中での執行 780 

に努められたい。 781 

 ２、公営住宅事業特別会計、滝川市ストック総合活用計画に基づき市営住宅の 782 

建てかえが予定どおり完成しております。しかし、公営住宅のあき状態の解消 783 

に向けては、入居率を上げるための施策を検討していただきたい。既存住宅の 784 

営繕については、居住者との意思疎通を図り、また公平性の確保を図る上から 785 

も滞納者への徴収業務に一層努力されたい。 786 

 ３、介護保険特別会計、高齢者が住みなれた地域で自立した日常生活を送る事 787 

業に対して評価をいたします。多岐にわたる介護サービス提供をするに当たっ 788 

ては、包括支援センターが主体的に各事業展開を図る上で全ての利用者に対し 789 

て丁寧な説明を行うとともに、利用者の立場に立ったサービスの充実を図られ 790 

たい。 791 

 ４、後期高齢者医療特別会計、後期高齢者医療特別会計では高齢化社会という 792 
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現実から、現行制度の中で予算の執行については適正に対応するとともに、市 793 

民の高齢者福祉の向上に対し広域連合との連携を深めるよう努めていただきた 794 

い。 795 

 ５、土地区画整理事業特別会計、滝川市泉町土地区画整理事業換地設計委託業 796 

務後における対応としては、周辺における対策を含め事業がスムーズに進めら 797 

れるよう努められたい。 798 

 ６、下水道事業会計、下水道事業の社会インフラ整備においては台風やゲリラ 799 

豪雨に対する整備が求められると考えます。下水道事業会計の安定運営に向け 800 

て想定される設備の更新には企業債の計画的運用、また既存設備の整備には効 801 

率的に長寿命化を推進すべく管渠の点検、調査等を確実に進めるよう努められ 802 

たい。 803 

 ７、病院事業会計、地域の基幹病院としての使命を果たすべく、病院経営の安 804 

定については地域の医療機関との連携を強化するとともに、医師、看護師の安 805 

定的かつ継続的な確保も不可欠であり、職場環境等整備に十分な対応を図って 806 

いただきたい。厳しい経営環境に置かれている現状では、滝川市立病院経営計 807 

画に基づき適正かつ確実に実践していくことに努められたい。 808 

 以上で会派みどりの賛成討論といたします。 809 

委 員 長 次に、新政会、井上委員。 810 

井  上 それでは、新政会を代表いたしまして、第２決算審査特別委員会に付託されま 811 

した平成28年度決算、認定第２号から第８号までの７件につきまして可とする 812 

立場で討論をいたします。 813 

 平成28年度は、総合計画の着実な推進を図りながらまちの成長力を確保するた 814 

めに策定された滝川市まち・ひと・しごと創生総合戦略を実行するとともに、 815 

厳しい財政状況に鑑み策定された滝川市財政健全化計画の実行により事務事業 816 

の見直しによる効率化を図るなど、行政運営に努力された市理事者並びに職員 817 

の皆さんに敬意を表したいと思います。以下、若干の意見を付して討論といた 818 

します。 819 

 公営住宅事業特別会計、当市の公住の入居率は全体で88.45パーセントと伺いま 820 

した。しかし、東滝川、江部乙地域の公住についてはかなり入居率が低くなっ 821 

ていることが判明いたしました。このことは、公住の問題のみならず、コミュ 822 

ニティの崩壊につながる問題でもあります。まちづくりの視点も加えて、新し 823 

い視点からの対応を求めます。また、一の坂団地などエレベーターのない高層 824 

の住宅については、入居者の高齢化が進んでいる今日、対策が必要と考えられ 825 

ると思います。対応よろしくお願いします。 826 

 次に、下水道事業会計、収益において人口減により下水道使用料の減少が予想 827 

されますが、長期的な視野に立ち、計画的かつ効率的に老朽化した設備などの 828 

更新を行い、安定した経営の方針を示すために努力されたい。 829 

 病院事業会計、平成28年に立てられた滝川市立病院経営計画の確実な実行によ 830 

り健全経営を目指して努力されたい。あわせて、医師、看護師及び技師の確保 831 

と来院者に対する親切丁寧な窓口対応を求めます。 832 

 以上申し上げて討論といたします。 833 

委 員 長 次に、公明党、堀委員。 834 

  堀 公明党を代表して、第２決算審査特別委員会に付託されました認定第２号から 835 

第８号の全てに対して認定を可とする立場で討論いたします。 836 
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 今後人口減少社会が進むことによる市税の減収、インフラ整備の増大など非常 837 

に厳しい財政運営が想定される。今こそ業務の内容を精査し、10年、20年先を 838 

見据える行革を推進すべきであると訴えたい。そうした中で経費削減に取り組 839 

まれている市理事者並びに職員の皆様に敬意を表します。以下、若干の意見を 840 

付して討論といたします。 841 

 国民健康保険特別会計、不納欠損、収入未済については対象者の状況を把握し 842 

て各課との連携強化に努めていただきたい。また、数値分析には収入済額をベ 843 

ースにしたほうがベストではないかと思います。 844 

 公営住宅事業特別会計、不納欠損額ゼロ、収入未済額の減額を評価、収入確保 845 

のために空き部屋対策に努められたい。 846 

 介護保険特別会計、2025年の団塊世代を見据えて市民の安心確保に努められた 847 

い。 848 

 後期高齢者医療特別会計、さらなる疾病予防の推進に努められたい。 849 

 下水道事業会計、メンテナンスに係る費用を金利の低いこの時期に試算してコ 850 

スト削減に努められたい。 851 

 病院事業会計、非常に厳しい経営状況にあるが、滝川市立病院経営計画を全て 852 

の職員が理解してこの目標達成に全力で取り組んでいただきたい。 853 

 以上申し上げ、討論といたします。 854 

委 員 長 最後に、日本共産党、清水委員。 855 

清  水 私は、日本共産党を代表し、第２決算審査特別委員会に付託された認定第６号、 856 

土地区画整理事業特別会計決算及び認定第３号、公営住宅事業特別会計決算を 857 

否とする立場で、またその他の認定第２号、認定第４号、認定第５号、認定第 858 

７号、認定第８号の各会計を可とする立場で討論を行います。 859 

 まず初めに、厳しい財政と国の悪政、長引く不況の中で市政執行に当たられた 860 

ことに心から敬意を表します。 861 

 認定第６号、土地区画整理事業特別会計を否とする理由は、以下の３点です。 862 

１点目、都市計画に基づき拡幅とクランクの解消をすることは、都市計画自体 863 

が見直されたとはいえ、３丁目通りの踏切の立体交差化などを含む時代に合わ 864 

ない事業と考えます。２点目、市の財政は、ますます厳しさを増し、優先順位 865 

の高い事業がめじろ押しの中で工事を行う状況になっています。この計画を実 866 

行する時期を間違ったと考えます。３点目、街路灯の設置は、平成31年４月に 867 

間に合わない可能性も強くなっています。一定期間真っ暗な安心できない道路 868 

となり、市民の安全に対する配慮も不足した進め方です。 869 

 次に、認定第３号、公営住宅事業特別会計を否とする理由は、平成28年度中に 870 

市営住宅の維持管理の指定管理が契約されたことです。日本共産党は、指定管 871 

理の実態は修繕、保守管理などさまざまな契約の発注権を指定管理者に移すこ 872 

とで公契約の平等を侵しかねないことなどを理由に反対いたしました。また、 873 

４月から事務所が遠くなったと聞かれます。また、４月に行われた抽せん会も 874 

新町で行われました。また、その際空き室の状況説明も不十分なことなど問題 875 

点は多いと考えます。以下、意見を付して討論といたします。 876 

 国民健康保険特別会計決算について、資格証明書が24世帯から35世帯にふえま 877 

した。そのうち22世帯が受診することを申し出て短期証明書が発行されました 878 

が、受診のおくれと重篤化に結びつく可能性は高いと考えます。短期証明書は 879 

219件発行されました。窓口に来なければ受け取ることができず、１カ月半たっ 880 
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て来なければ郵送するというやり方です。これらは、延滞金と差し押さえ、正 881 

規の保険証を出さないことに加えた三重の罰則であると考えます。直ちに改善 882 

を求めます。 883 

 下水道事業会計について、中空知広域水道企業団に委託している検針を２カ月 884 

に１回にする検討を強く求めます。コストが減少することを認めながら毎月検 885 

針を続ける姿勢は、料金を支払う地域の住民と事業者にどのように映るでしょ 886 

うか。道内の市の３分の１が既に実施済みであり、問題はありません。中空知 887 

広域水道企業団とのさらなる協議を求めます。 888 

 病院事業会計について、５億円の資金不足となった平成27年度から入院収益5.7 889 

パーセント増、外来収益2.2パーセント増で経営健全化に尽力されたことを評価 890 

します。健全化の主な要因は、地域包括病棟44床を設置したこと、内科医１名、 891 

眼科医１名の増員などです。道内の医師偏在や医師不足の中でさらなる医師増 892 

員のため、研究研修費の充実、ドクターズクラークの増員など働く環境の改善 893 

を求めます。また、公営企業繰出基準に対する繰り出し額は27年度より下がり、 894 

５億1,643万8,000円不足し、基準の61.7パーセントにとどまりました。公立病 895 

院の設置者としての滝川市の責任を果たすことを求めます。 896 

 介護保険特別会計について、年金が１万5,000円前後では2,000円から4,000円の 897 

保険料支払いは無理です。このような方に対して滞納しても利用料を３割にし 898 

たり、償還払いとする罰則を科していないことは評価します。引き続き高齢者 899 

に対する適切な対応を求めます。 900 

 公営住宅事業特別会計、８年に１回実施する水道メーター取りかえ工事につい 901 

て１個当たり約６万円が委託費としてかかっていますが、中空知広域水道企業 902 

団は１個当たり２万3,000円ほどで交換をしております。自治体間の共同購入な 903 

ど契約の工夫による経費節減を求めます。 904 

 後期高齢者医療特別会計、家族の支援がない、また家族が支援できないなどの 905 

方が2025年をピークにふえ続けます。明確に後見人がつく場合などは別として、 906 

さまざまな要因で話が通じないなど困難事例が多いと考えます。引き続き高齢 907 

者に対する適切な対応を求めます。 908 

 以上です。 909 

委 員 長 以上で討論を終結いたします。 910 

 討論要旨につきましては、整理して９月22日までに事務局へ提出してください。 911 

 採決 912 

委 員 長 これより採決を行います。 913 

 さきに反対討論のありました認定第３号 平成28年度滝川市公営住宅事業特別 914 

会計歳入歳出決算の認定について挙手により採決いたします。 915 

 本認定を可とすべきものと決することに賛成の方の挙手を求めます。 916 

（挙手多数） 917 

委 員 長 挙手多数であります。 918 

 よって、認定第３号は可とすべきものと決しました。 919 

 続いて、反対討論のありました認定第６号 平成28年度滝川市土地区画整理事 920 

業特別会計歳入歳出決算の認定について挙手により採決いたします。 921 

 本認定を可とすべきものと決することに賛成の方の挙手を求めます。 922 

（挙手多数） 923 

委 員 長 挙手多数であります。 924 
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 よって、認定第６号は可とすべきものと決しました。 925 

 次に、残りの 926 

 認定第２号 平成28年度滝川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ 927 

いて 928 

 認定第４号 平成28年度滝川市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 929 

 認定第５号 平成28年度滝川市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に 930 

ついて 931 

 認定第７号 平成28年度滝川市下水道事業会計決算の認定について 932 

 認定第８号 平成28年度滝川市病院事業会計決算の認定について 933 

 の５件を一括採決いたします。 934 

 本認定をいずれも可とすべきものと決することにご異議ありませんか。 935 

（異議なしの声あり） 936 

委 員 長 異議なしと認めます。 937 

 よって、本認定はいずれも可とすべきものと決しました。 938 

 お諮りいたします。委員長報告につきましては、正副委員長にご一任願えます 939 

か。 940 

（異議なしの声あり） 941 

委 員 長 そのように決定させていただきます。 942 

 以上で本委員会に付託されました事件の審査は全て終了いたしました。 943 

 挨拶 944 

委 員 長 この場合、市長から発言の申し出がありますので、これを許したいと思います。 945 

市  長 それでは、第２決算審査特別委員会閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上 946 

げる次第でございます。 947 

 東元委員長、そして小野副委員長初め第２決算審査特別委員会委員各位におか 948 

れましては、昨日、本日と２日間にわたりまして付託されました議案につきま 949 

して精力的に審査、ご議論を賜りましてまことにありがとうございます。ただ 950 

いまいずれも可とご認定いただいたことに感謝、お礼を申し上げる次第でござ 951 

います。 952 

 付託されました意見等を参考にしながら、今後の各事業会計の事業運営に当た 953 

る所存でございますので、ご指導のほどよろしくお願い申し上げ、簡単ではご 954 

ざいますけれども、本委員会閉会に当たりましてのご挨拶とします。ありがと 955 

うございました。 956 

委 員 長 それでは、委員長の退任に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 957 

委員の皆様の精力的な質疑と所管の皆様のご丁寧な対応でスムーズに本委員会 958 

を閉会することができました。皆様方のご協力、大変感謝いたします。ありが 959 

とうございました。 960 

 以上で第２決算審査特別委員会を閉会いたします。 961 

 ご苦労さまでした。 962 

閉  会 １４：１６ 963 


